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アンケート調査のお願い 

 

  文学部・文系共通事務部ではたらく教員・職員のみなさま 

 本年７月、京都大学は、「世界最高水準の教育・研究・社会貢献を目指す大学」として「指定国立大学」に選定されまし

たが、その教育・研究の現場は、有期雇用教職員の支えがなければ成り立たないものになっています。雇用の期限を迎える

教職員の方に、その経験を活かして、さらに継続してはたらいていただける環境をつくっていくことは、教職員組合だけで

なく、京都大学全体にとって重要な課題です。 

 軍事研究を促す動きにどのように向き合うかという問題も、現在の大学が直面している課題の一つです。日本学術会議は

本年３月、新しい声明をだして、戦争と軍事目的の研究を行わないとする過去２回の声明を「継承する」ことを表明しまし

た。しかし、軍事利用につながる研究を規制する具体的な制度づくりについては、個々の大学の判断にゆだねられています。 

 これらの問題にとり組むためには、わたしたち教職員一人ひとりが、はたらく現場の実態をふまえて、意見や要望を表明

することが重要です。教職員組合文学部支部では、今年も大学ではたらくみなさまの意見や要望を集約するためにアンケー

トを実施いたします。ご協力のほど、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

文学部・文系共通事務部のみなさまへ 

2017 年度アンケート調査に 

ご協力ください。 

＊特定・特任教員・非常勤講師の方々＊ 

---組合に加入されていない方・派遣の方々も--- 

回答期間：12月6日(水)～12月19日(火) 

投函場所：アンケート回収ＢＯＸ 

（文学部教官メールＢＯＸ史学科系の上に設置） 

Web サイト http://goo.gl/hmJ1Zf も 

是非ご利用ください。 
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文化企画 

第 2 弾 ! 

冨井眞先生（文化財総合研究センター) の案内で見学会を行い、18 名が参加しました。 
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博物館見学会に参加して ・・・・ 

平成 29 年度特別展  

「大地の形をつかむ」―方法としての三次元― 

Topographical Models and Surveying Instruments in Kyoto University 

 

平成29年度特別展  

「国宝公開 火焔型土器と西の縄文」  
 Flame Pots Flame Pots ―Jomonesque Japan Jomonesque Japan2017―  文化企画 第 1 弾 

好評です！ 

大地は決して平板ではなく、地理の理解には立体である地形に対する深

い洞察が欠かせません。その際、二次元に投影された地図だけでなく、

地表面を三次元のものとして捉える様々な模型、測量器具類を用いるこ

とが重要な役割を果たします。 

 本企画展では、100 年余りの歴史を持つ京都大学の地理学研究・教育に

おいて、収集・使用されてきた地形模型をはじめとする様々な資料や測

量器を一堂に並べ紹介します。また、これにより、地理学が人文社会科

学のみならず、自然科学の素養をも必要とする「総合」の科学であるこ

とを明らかにしていきます。地形の凹凸に注目することで立ち現れる魅

力あふれる地理学の世界を、ぜひ体感してみてください。        

（京都大学総合博物館のＨＰより） 

国

宝

 

火

焔

型

土

器

 

2017 年 10 月 12 日 

当支部ならではの贅沢なイベント 

文学部出身専門家による解説付で観覧 

日時：日時：日時：日時：12121212 月月月月 8888 日（金）昼休み日（金）昼休み日（金）昼休み日（金）昼休み 12121212：：：：15151515～～～～    

案内・解説：米家泰作先生案内・解説：米家泰作先生案内・解説：米家泰作先生案内・解説：米家泰作先生    

集合場所：集合場所：集合場所：集合場所：博物館博物館博物館博物館    1111 階ロビー階ロビー階ロビー階ロビー    

（入口で職員証を提示し受付を済ませてください。）（入口で職員証を提示し受付を済ませてください。）（入口で職員証を提示し受付を済ませてください。）（入口で職員証を提示し受付を済ませてください。）    

            ※どなたでもご参加いただけます。※どなたでもご参加いただけます。※どなたでもご参加いただけます。※どなたでもご参加いただけます。    


